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影
／
昭
和
地
区
　
大
垣
　
敬
光

　

本
市
が
満
七
十
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
た
令
和
六
年
一
月
一
日

能
登
半
島
で
は
未
曾
有
の
地
震

が
発
生
し
、
今
な
お
多
く
の

方
々
が
避
難
所
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
ご
冥
福
と
お
見
舞
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
決
し

て
人
ご
と
で
は
な
い
と
改
め
て

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

と
い
う
の
も
、
本
市
誕
生
の

十
年
前
、
昭
和
十
九
年
か
ら
二

十
一
年
に
か
け
て
南
海
ト
ラ
フ

に
起
因
す
る
大
地
震
が
発
生
し

県
内
に
も
被
害
が
及
ん
で
い
る

の
で
す
が
、
さ
ら
に
そ
の
九
十

年
前
、
つ
ま
り
今
か
ら
一
七
〇

年
前
に
起
き
た
、
同
じ
く
南
海

ト
ラ
フ
に
よ
る
安
政
の
大
地
震

で
は
、
郡
山
で
も
多
数
の
犠
牲

者
が
出
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
南
海
ト
ラ
フ
が
再
び
動

く
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
る
な
か
、
い
ざ
と
い
う
時
に

ど
う
い
う
行
動
を
と
る
か
、
家

族
と
ど
う
連
絡
を
取
り
合
う

か
、
非
常
用
の
備
蓄
や
備
え
は

大
丈
夫
か
、
是
非
一
度
、
家
族

で
話
し
合
い
を
し
て
ほ
し
い
と

強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
大
和
郡
山
市
は
市
制

施
行
の
三
年
後
、
片
桐
町
と
の

合
併
に
よ
り
、
今
の
形
に
な
る

訳
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
郡
山

藩
と
小
泉
藩
、
そ
し
て
佐
保
川

の
東
に
多
く
広
が
る
東
大
寺
や

興
福
寺
、
春
日
社
な
ど
の
寺
社

領
の
村
々
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
多
様
な
歴
史
や
文
化

に
彩
ら
れ
た
地
域
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
う
ち
最
も
大
き
か
っ
た

郡
山
藩
が
幕
末
の
時
点
で
年
貢

を
収
納
で
き
た
領
地
は
全
体
で

十
五
万
一
千
石
余
で
、
内
訳
は

大
和
国
が
七
万
八
千
石
余
、
河

内
国
が
一
千
石
余
、
伊
勢
国
が

一
万
三
千
石
余
、
そ
こ
へ
近
江

国
が
現
長
浜
市
や
近
江
八
幡
市

で
何
と
五
万
八
千
石
に
達
し
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

近
江
国
と
こ
の
よ
う
な
深
い

ご
縁
が
あ
っ
た
と
は
。

　

集
め
た
米
な
ど
を
貯
蔵
す
る

た
め
各
地
に
設
置
さ
れ
た
の
が

大
津
蔵
屋
敷
な
ど
の
施
設
で
、

役
人
が
常
駐
し
て
い
ま
し
た
。

　

郡
山
藩
の
代
官
が
年
貢
徴
収

に
出
向
き
ま
す
が
、
毎
年
ど
こ

か
で
災
害
な
ど
が
あ
り
苦
労
が

絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
ご
縁
を
、
今
一
度

見
つ
め
直
し
た
い
も
の
で
す
。

　

皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
日
頃
は
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
協

力
・
ご
支
援
賜
り
ま
し
て
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て
、

こ
の
度
八
年
余
の
間
、
会
長
を

な
さ
っ
て
来
ら
れ
た
小
高
亨
さ

ん
に
代
り
、
不
肖
未
熟
の
身
で

す
が
私
が
会
長
を
さ
せ
て
頂
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
時
に
は

立
ち
止
ま
っ
た
り
、
暴
走
し
た

り
も
あ
る
は
ず
、そ
の
時
に
は
、

皆
様
方
の
助
け
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
私
も
八
十
二
歳
を
過
ぎ

ま
し
て
、
毎
年
こ
の
一
年
を
精

一
杯
頑
張
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
日
本
に
は
高

齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
お
り

ま
す
。
二
〇
四
〇
年
に
は
高
齢

化
率
が
日
本
全
体
で
四
十
％
を

越
え
る
と
の
統
計
も
あ
り
ま
す

が
、
私
の
住
ん
で
お
り
ま
す
矢

田
山
町
は
二
〇
一
五
年
に
四
十

一
％
を
越
え
て
い
ま
し
た
。
で

す
が
当
時
は
深
刻
に
は
考
え
ず
、

二
十
五
年
後
の
日
本
を
先
取
り

し
て
い
る
な
ど
と
考
え
て
、
老

人
会
の
模
範
作
り
が
出
来
た
ら

と
本
気
で
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

単
位
ク
ラ
ブ
の
中
で
も
「
模
範

作
り
」「
お
手
本
作
り
」
と
連
呼

し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
私
も
弱
い
頭
を
ひ

ね
っ
て
高
齢
化
す
る
と
何
が
ど

う
な
る
と
か
、
何
が
問
題
か
と

か
少
し
は
考
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
の
番
と
ワ
ン
ち
ゃ

ん
猫
ち
ゃ
ん
の
相
手
だ
け
で
家

か
ら
出
な
い
の
が
一
番
良
く
無

い
と
の
事
か
ら
、囲
碁
や
将
棋
、

俳
句
や
健
康
麻
雀
、
民
謡
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど
の
文
化
系
ク
ラ
ブ

や
ペ
タ
ン
ク
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
系
ク
ラ
ブ
に
直
ぐ
に

連
絡
取
れ
る
よ
う
に
、
各
ク
ラ

ブ
の
連
絡
先
を
毎
月
の
会
報
に

載
せ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
ジ
オ
体
操
も
毎
朝

大
勢
の
方
が
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
全
体
的
に
は
体

力
の
衰
え
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

高
友
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
各
地

区
と
も
、
若
い
方
の
新
入
会
が

少
な
く
、
年
々
会
の
平
均
年
齢

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
会
報
の
配
布
や
、
会
の

運
営
も
、
工
夫
が
必
要
で
す
。

　

高
齢
化
と
向
き
合
う
だ
け
で

は
な
く
、
会
の
魅
力
を
高
め
、

若
い
方
が
進
ん
で
入
会
し
た
い

ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
進
め
て
行
き

ま
し
ょ
う
！

大
和
郡
山
市
高
友
ク
ラ
ブ
連
合
会

文
栄
　
信
也

会
長

高
齢
化
と
向
き
合
い

ま
し
ょ
う
！

上
田
　
　
清

大
和
郡
山
市
長

七
十
周
年
を
迎
え
て

私たちは、大和郡山市高友クラブ連合会の活動を応援しています

社会医療法人 田北会

～関連施設のご紹介～
訪問看護ステーション「なのはな」
訪問リハビリテーション
居宅介護支援事業所

大和郡山市城南町２ー１３
（0743）54ー5011

（0743）54ー0112

（
２
１
０
床
）

田北病院
透析センター（送迎あり）

整形外科・内科・循環器内科・消化器内科
脳神経外科・外科・泌尿器科・形成外科・歯科口腔外科
放射線科・リハビリテーション科　各種検診

（
１
０
０
床
）

介護老人保健施設
入所・ショートステイ
通所リハビリテーション

http://www.takitakai.or.jp

社会医療法人 田北会

～関連施設のご紹介～
訪問看護ステーション「なのはな」
訪問リハビリテーション
居宅介護支援事業所

大和郡山市城南町２ー１３
（0743）54ー5011

（0743）54ー0112

（
２
１
０
床
）

田北病院
透析センター（送迎あり）

整形外科・内科・循環器内科・消化器内科
脳神経外科・外科・泌尿器科・形成外科・歯科口腔外科
放射線科・リハビリテーション科　各種検診

（
１
０
０
床
）

介護老人保健施設

入所・ショートステイ
通所リハビリテーション

http://www.takitakai.or.jp

×＿原見せ時、行間違えている

処方せん　　調剤

ハル薬局ハル薬局

大和郡山市朝日町１－１３ 大和郡山病院
通用門横

（0743）58ー1732
FAX（0743）58ー1733

（時間外でも転送されます）

月・火・木・金
水

8
8
：
：
30
30
～
～
19
17
：
：
30
00

土 8：30～14：00

営
業
時
間

●画龍点睛を欠く
●竜は一寸にして
　　 　昇天の気あり
●虎口を逃れて竜穴に入る

●登竜門
●竜頭蛇尾
●雲は龍に従い
　　 　風は虎に従う

〈 動物のことわざ 〉りゅう

龍
龍は古代中国の神話で神獣とされ、中国では古代から権力
の象徴です。龍は四神（青龍、朱雀、白虎、玄武）のひとつ
で、水中に棲むとされ、日本で龍神は、雨を降らせ、水を守る
水神と一体化しています。

尾
に従

メビウス大和郡山

西の京病院医療法人  康仁会

介護付有料老人ホーム

お問い合わせは

大和郡山市柳１丁目１４ー１
0743ー55ー5588TEL

メビウス大和郡山 検索

ONO CLINIC

（0743）61ー5801
大和郡山市九条平野町3－25－1

月 火 水 木 金 土 日
● ／／ ● ● ● ●
● ／／ ● ● ● ／／

●
／／午後4 00～： 7 00：

午前9 00～： 12 00：
ONO CLINIC

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ／ ○ ○ ○ ○
○ ／ ○ ○ ○ ／

日 祝
○
／
／
／午後4 00～： 7 00：

午前9 00～： 12 00：

大和郡山市九条平野町3－25－1
（0743）61ー5801

①

②

年金のお受取りは "ならしん" へ

年金お受取特典

本店営業部 54ー3111
小 泉 支 店 52ー0505
筒 井 支 店 56ー5450

当金庫以外のＡＴＭ入出金手数料が
お1人さま月2回まで実質無料！

TEL 0743-56-5678
大和郡山市椎木町769番地の3

医療法人 厚生会
奈良厚生会病院

奈良厚生会病院 介護医療院

介護老人保健施設 若草園

内科・整形外科・皮膚科・リハビリテーション科

介護老人保健施設サービス・短期入所療養介護
通所リハビリテーション・居宅介護支援事業所

介護医療院サービス・短期入所療養介護

9月 土 /日・祝・年末年始休診00～～ ： 12 00：

奈良県農業協同組合

郡山出張所 　昭和出張所

地域とあゆむJAならけん
年金はJAへ

平和支店 片桐支店
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役　職 氏　名 地区等
会　長（新）文栄　信也 会　長

副会長兼総務（再）江口　博志 矢田地区

副会長 黒飛　文子 女性部長

理事兼会計 神本　雄司 平和地区

監　事 松村　敏雄 郡山地区

監　事 吉村　康一 治道地区

理　事 平岡　芳雄 片桐地区

理　事 舞　　正春 筒井地区

理　事 榊　　雅次 昭和地区

理　事 山口なを子 治道地区

理　事（新）福田シゲ子 筒井地区

委嘱委員 近藤　　豊 地域包括ケア推進課高齢支援係長

委嘱委員 小幡　恭裕 福祉センター所長

顧　問 上田　　清 市　長

顧　問 小高　　亨 前会長

令和 6 年度 市高友クラブ連合会役員

市高友クラブ連合会関係 県老人クラブ連合会関係 連携諸団体関係
実施月日 実施事業 実施月日 実施事業 実施月日 実施事業

通年 役員会（理事会）・原則第１金曜日 通年 役員会（理事会） 5 月 春の交通安全県民大会
通年 女性部友愛訪問活動 5月 11日 ならシニア元気フェスタ 7 月 人権を考える市民集会

4月 19日 市高友クラブ連合会評議員会 〃 31日 県老連評議員会 / 正副会長会議 〃 社会を明るくする運動
6月 21日 高年者教養大学（開講） 6月 27日 近畿ブロックリーダー研修会 9 月 交通安全市民決起集会
〃 24日 市高連シニアボウリング大会 9月 6日 老人福祉功労者等表彰式 〃 秋の交通安全県民大会
7月 25日 市高友クラブ健康麻雀大会 〃 20日 老人クラブ全国一斉「社会奉仕の日」10 月 安全安心の城下まちづくり市民大会
8月 未定 シニアの為のスマホ教室 10月 25日 老人クラブ指導者研修会 11 月 市社会福祉表彰大会
9月 10～16日 高年者祭・作品展・カラオケ 囲碁将棋大会 11月 20～21日 全国老人クラブ大会 12 月 やまとこおりやま人権フェア
〃 中旬 友愛訪問活動 12月   4～17日 県老連・介護予防・健康づくりリーダー養成講座 R7年3月  市人権教育推進協議会研究大会
〃 15～21日 老人の日（老人週間） R7年2月 13日 県老連女性部会活動研修会
〃 20日 老人クラブ全国一斉「社会奉仕の日」
〃 未定 市／健康づくりウォーキング

10月 9日 会長杯シニア囲碁大会
〃 16日 会長杯シニア将棋大会
〃 23日 会長杯シニアグラウンドゴルフ大会

11月 15日 会長杯シニアペタンク大会
〃 中旬 市／会長会親睦旅行（1 泊）

R7年2月 中旬 市健康づくり講演会
〃 21日 高年者教養大学終了式

令和 6 年度 事業計画

役　職 氏　名 地区等
部　長 黒飛　文子 矢田地区

副部長 山口なを子 治道地区

会　計（新）福田シゲ子 筒井地区

常任幹事 堀山千恵子 郡山地区

常任幹事 吉田冨美子 昭和地区

常任幹事（新）大野八重子 片桐地区

◎一般会計収入の部
科　　目 本年度予算

会 費 140,000
福祉活動収入 380,000
補 助 金 799,000
受 入 分 担 金 770,000
雑 収 入 30,522
前年度繰越金 1,557,478

収入合計 3,677,000

◎一般会計支出の部
科　　目 本年度予算

事 業 費 670,000
特 別 事 業 費 620,000
福 祉 活 動 費 380,000
評 議 員 会 費 70,000
会 議 費 120,000
慶 弔 費 60,000
旅 費 100,000
通 信 交 通 費 220,000
備 品 費 10,000
消 耗 品 費 40,000
図 書 費 40,000
分 担 金 372,000
雑 費 10,000
予 備 費 965,000

支出合計 3,677,000

令和6年度 一般会計予算
（単位：円）

※ 連携諸団体関係は例年実施されている行事を掲載しています。

令和 6 年度 市高友クラブ連合会女性部役員

〈健康寿命〉
◎ 健康寿命を伸ばし、自立した生活、生きがいある生活実現をめざします。
◎ 仲間や地域の高齢者とともに継続的な健康活動に取り組みます。
●自宅でできる身体と心の健康づくりを呼びかけましょう。
〈高齢者活動の場〉
◎ 安全・安心の住みよい地域づくりをめざすボランティア活動。
◎元気高齢者の知識・経験・活力を生かす場つくり・機会づくりを広げます。
●高齢者のトラブルを未然に防ぐ、見守りの連携をおこないましょう。
〈若手リーダーの養成〉◎ はつらつとした魅力あるクラブづくりをすすめましょう。

老人クラブのメインテーマ「のばそう！健康寿命
 　担おう！地域づくりを」を重点に推進していきます。

　

令
和
六
年
度
大
和
郡
山
市
高
友
ク
ラ

ブ
連
合
会
評
議
員
会
が
四
月
十
九
日

㈮
、
大
和
郡
山
市
社
会
福
祉
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
司
会
者
一
任
の
声
で
昭

和
地
区
・
森
田
勝
之
氏
を
議
長
に
選

出
。
⑴
令
和
五
年
度
事
業
報
告 

⑵
令

和
五
年
度
会
計
決
算
報
告
・
監
査
報
告 

⑶
役
員
改
選
に
つ
い
て（
案
） 

⑷
令
和

六
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て 

⑸

令
和
六
年
度
会
計
予
算（
案
）に
つ
い
て 

⑹
そ
の
他 

の
審
議
に
入
り
、
い
ず
れ

も
活
発
な
質
疑
応
答
の
後
、
満
場
の
拍

手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
の
間
に
大
和
郡
山
市
高
友
ク
ラ

ブ
連
合
会
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た

次
の
二
名
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

◆
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
た
方
（
敬
称
略
）

◎
市
高
友
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
（
五
年
以
上
）

　
小
高
　
　
亨
（
片
桐
地
区
・
前
会
長
）

◎
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
（
退
任
・
十
年
以
上
）

　
松
原
　
博
幸
（
筒
井
地
区
）

【
奈
良
県
知
事
表
彰
】

◎
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
北
西
町
長
寿
会
（
片
桐
地
区
）

【
奈
良
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

  

会
長
表
彰
】

◎
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　
第
一
明
星
会
（
片
桐
地
区
）

　
第
二
明
星
会
（
片
桐
地
区
）

【
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

  

会
長
表
彰
】

◎
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
賞

　
横
田
第
一
寿
会
（
治
道
地
区
）

【
大
和
郡
山
市
市
民
表
彰
】

◎
江
口
　
博
志

　（
矢
田
地
区
千
日
や
す
ら
ぎ
ク
ラ
ブ
）

【
大
和
郡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
会
長
表
彰
】

◎
堀
山
千
恵
子

　（
郡
山
地
区
城
北
・
錦
寿
会
）

◎
山
田
　
喬
子

　（
片
桐
地
区
遊
友
会
）

令
和
６
年
度

　
表
彰
者
一
覧

（
敬
称
略
）

令和 6 年度  
評議員会を開催

私たちは、大和郡山市高友クラブ連合会の活動を応援しています

藤本建設株式
会社

総合建設業

FAX 59ー1284（総務）FAX 59ー1140（工務）

／大和郡山市筒井町51－3本 社
TEL （代）0743ー59ー1281

藤本建設株式会社

／京都府京丹後市網野町三津292
FAX 59ー1284（総務）FAX 59ー1140（工務）

京都連絡所

／大和郡山市筒井町51－3本　社
（0743）TEL （代）59ー1281

社是 誠実 知力 創造

訂正版

http://fujimotokensetu.co.jp/

代表取締役 藤 本 正 義 サーモス株式会社
大和郡山市椎木町283番地の1
（0743）58ー3501

FAX（0743）58ー3535

大和郡山市椎木町283番地の1
（0743）58ー3501

FAX（0743）58ー3535

サーモス株式会社

①

②

センチュリー２１

西川住宅販売センター
〒639-1148 大和郡山市紺屋町15-1

代表取締役 西 川　貴 雄
店 長 馬 場　隆 次

新 築
建 築

売 買

0743－54－8711
FAX 0743－54－8722

HPアドレス ： http://c21-nishikawa.com/
メールアドレス： info@nishikawa-group.com

宅地開発業務
総合建設業

ウエストリバーホーム株式会社
西川建設株式会社

＜にしかわ住宅グループ＞

緑茶に含まれるタンニン
が胃の働きを活発にし、
腸の蠕動（ぜんどう）運動
を盛んにします。

胃腸の働きを助ける

緑茶がもたらす
効果と効能
緑茶がもたらす
効果と効能
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令和5年度 スポーツ・文化事業の記録（大会結果） ※敬称略

場所：トドロキボウル

女
性
の
部

優　勝 梶山　康子
準優勝 木部　春代
第３位 武田　恵子

男
性
の
部

優　勝 宮田　庄一
準優勝 福西　敏昭
第３位 上田　　繁

6/26
第9回 高友クラブ

シニアボウリング大会

第24回 会長杯シニアペタンク大会
場所：ホウワグラウンド

優　勝 城ヶ丘・郡山北 ( 香西　薫・高松博美 )
準優勝 城ヶ丘 ( 松藤　隆・梅迫誠一 )

11/20

優勝の城ヶ丘・郡山北チーム 準優勝の城ヶ丘チーム

男
性
の
部

優　勝 増田　俊之
準優勝 武田　　章
第３位 小林　　昇

女
性
の
部

優　勝 板倉千枝子
準優勝 久保　育子
第３位 杉本　竟子

場所：ホウワグラウンド
第24回 会長杯シニアグラウンドゴルフ大会

10/16

7/27
場所：社会福祉会館

第2回
会長杯健康麻雀大会

優　勝 上西　信義
準優勝 北川　三郎
第３位 吉本　俊夫
※健康麻雀とは、お酒を飲まな
い・タバコを吸わない・お金を
賭けない、健康的な麻雀のこと
をいい、認知症の予防にもなり
ます。

A
組

優　勝 三田　　茂
準優勝 浅野　義雄

B
組

優　勝 稲次　和彦
準優勝 山口　雄康

C
組

優　勝 岡崎　守男
準優勝 辻柿　正次

Ｄ
組

優　勝 久保田義雄
準優勝 大山　年広

第23回 高友クラブシニア将棋大会
場所：老人福祉センター10/18

第23回 高友クラブシニア囲碁大会
場所：老人福祉センター

A
組

優　勝 平野　敏夫
準優勝 多田　耕造

B
組

優　勝 吉村　洋介
準優勝 西村　孝祐

C
組

優　勝 渡辺　紘司
準優勝 秋田　安範

D
組

優　勝 池田　幸二
準優勝 植木　宏宣

10/11

私たちは、大和郡山市高友クラブ連合会の活動を応援しています

再入稿

訂正版

大和郡山市小泉町東3－6－22

いかるが中央薬局

（0743）59ー6617
FAX（0743）59ー6620

処方せん・調剤

（0743）52ー1101大和郡山市山田町337－2
http://www.kidunanosato.com/

入所・短期入所・デイサービス

ユニット型特別養護老人ホーム

きづなの里
利用のご案内入所・短期入所・デイサービス

地域との「つながり」を重視した
「安心で信頼される介護サービス」を提供します。

（0743）52ー1101
大和郡山市山田町337－2

http://www.kidunanosato.com/

利用のご案内

ユニット型特別養護老人ホーム

きづなの里 毎日歩いて健康長寿を
めざしましょう

歩くことは生活習慣病の予防に効
果があり、老若男女問わずに行え
る運動です。
65歳以上は男性7000歩
女性6000歩が毎日の
目安といわれています。
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い
き
い
き
百
歳
体
操
を
始
め

て
六
年
に
な
り
ま
す
。
当
初
は

参
加
人
数
が
多
く
て
週
に
二
回

の
火
曜
日
と
金
曜
日
に
行
い
、

全
員
で
三
十
名
程
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
高
齢
化
が
進
み
だ
ん

だ
ん
と
参
加
人
数
が
減
少
し

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
予
防
の
た
め
、

休
会
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
態
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

責
任
者
は
班
長
さ

ん
が
二
人
、
開
催
す

る
時
は
会
員
さ
ん
の

体
温
チ
ェ
ッ
ク
、手
洗
い
消
毒
、

着
席
間
隔
の
拡
大
等
、
会
場
の

設
営
、
後
始
末
等
ま
た
、
会
員

さ
ん
に
言
葉
を
か
け
て
体
調
な

ど
に
気
を
配
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
は
週
一
回
の
開
催
で
す

が
、
テ
レ
ビ
を
五
十
五
イ
ン
チ

の
大
型
に
し
見
や
す
く
な
り
百

歳
体
操
に
加
え
て
誤
飲
防
止
の

体
操
も
追
加
し
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。
一
年
前
か
ら
百
体
サ
ロ

ン
と
称
し
て
、
体
操
が
終
わ
っ

て
か
ら
会
員
さ
ん
同
士
の
懇
親

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
費
は
無
料
で
お
菓
子
と
お

茶
を
用
意
し
お
し
ゃ
べ
り
を
通

じ
て
近
況
の
情
報
交
換
な
ど
テ

ー
マ
な
ど
は
設
け
ず
好
き
に
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

最
近
、
九
十
歳
の
女
性
か
ら

「
面
白
そ
う
な
の
で
ぜ
ひ
入
会

し
た
い
」
と
今
月
か
ら
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
百
歳
体
操

を
地
で
行
く
感
じ
で
お
元
気
で

す
。
今
、
当
ク
ラ
ブ
は
百
二
十

名
の
会
員
数
で
す
が
、
九
十
歳

台
の
方
が
二
十
名
と
八
十
歳
台

方
が
六
十
五
名
と
い
う
構
成
と

な
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
を

テ
ー
マ
に
軽
ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
や

ホ
ビ
ー
の
会
に
助
成
金
を
出
し

会
員
募
集
を
行
う
、
近
隣
の
医

師
に
よ
る
健
康
講
話
を
開
催
す

る
、「
楽
し
い
会
話
と
食
事
の

会
」
に
送
迎
バ
ス
を
用
意
す
る

等
、
い
ろ
い
ろ
集
客
に
工
夫
を

重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

参
加
人
数
が
少
な
く
苦
慮
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
内
の
高
齢
化
も
進
み
、
新

規
の
会
員
加
入
が
見
込
ま
れ
な

い
中
、
役
員
の
高
齢
化
も
進
み

会
の
存
続
も
危
惧
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
今
回
の
高
齢
者
の
新

規
加
入
は
会
に
と
っ
て
朗
報
と

な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
が
第
五
類
と
な
り
集

客
の
心
配
も
減
り
ま
し
た
。
来

年
度
は
人
気
の
事
業
を
増
や

し
、
活
動
内
容
等
を
会
報
に
し

て
情
報
を
発
信
し
続
け
れ
ば
新

規
入
会
や
事
業
参
加
の
パ
ー
セ

ン
テ
ー
ジ
も
必
ず
増
え
て
い
く

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

（
千
日
町
寿
会
会
長　遠

藤　

歳
夫
）

九
十
歳
（
女
性
）
の
新
規
入
会

地 区
だより

　

朝
晩
澄
ん
だ
空
気
に
初
秋
の

訪
れ
を
感
じ
る
九
月
十
三
日

㈬
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
の
自
粛
で

縮
こ
ま
っ
た
身
体
と
心
を
癒
し

に
。
ま
た
、
美
し
い
景
色
、
グ

ル
メ
を
求
め
て
親
睦
旅
行
に

出
か
け
ま
し

た
。

　

初
日
は
関

宿
を
ぶ
ら
り
歩
き
歴
史
的
な
街

並
、
建
物
の
保
存
の
素
晴
ら
し

さ
に
感
動
。
次
に
伊
勢
神
宮
の

外
宮
に
参
拝
。
外
宮
は
衣
・
食
・

住
な
ど
様
々
な
産
業
を
守
る
神

様
と
聞
い
て
い
ま
す
。
夕
方
は

新
浜
島
温
泉
で
お
風
呂
に
入
り

全
身
が
解
放
さ
れ
た
よ
う
な
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
ひ
と
と
き
を
味

わ
い
、
新
鮮
な
旬
の
も
の
を
美

味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ホ

テ
ル
で
は
の
ん
び
り
と
過
ご
し

旅
の
疲
れ
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
け
て
二
日
目
、
伊
勢
神
宮

の
内
宮
へ
。
鳥
居
を
く
ぐ
る
と

日
常
の
生
活
か
ら

脱
出
、
神
秘
的
な

神
の
世
界
へ
と
導

か
れ
正
宮
に
お
参

り
し
ま
し
た
。
そ

の
後
お
か
げ
横
丁

を
散
策
。
赤
福
を

食
べ
な
が
ら
微
笑
ん
で
お
ら
れ

る
姿
に
和
ま
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
多
気
「
ヴ
ィ
ソ
ン
」
に
寄
り

自
然
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設
を
見

学
。
帰
路
の
バ
ス
の
中
で
は
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

皆
さ
ま
と
と
も
に
見
聞
を
広

め
ら
れ
、
思
い
出
に
残
る
旅
が

で
き
ま
し
た
。

　

慌
し
く
時
が
流
れ
る
時
代
、

心
に
余
裕
が
な
く
な
る
と
旅
に

出
か
け
た
く
な
る
も
の
で
す

ね
。

（
治
道
地
区
会
長　

吉
村　

康
一
）

伊
勢
神
宮
（
外
宮
・
内
宮
）

と
新
浜
島
温
泉

治道

　

第
八
春
秋
会
で
は
、
春
と
秋

年
二
回
昼
食
会
で
交
流
を
深
め

て
き
ま
し
た
。
二
十
三
年
秋
は

「
大
椿
寿
」
で
紹
介
さ
れ
て
い

た
「
加
太
温
泉
・
加
太
海
月
」

の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

早
速
旅
行
会
社
「
サ
ン
キ
ュ

ー
観
光
」
に
詳
細
を
問
い
合
わ

せ
し
、
詳
し
い
案
内
を
取
り
寄

せ
ま
し
た
。

　

旅
行
費
用
十
五
名
乗
車
で
一

人
一
万
円
は
、
八
木
駅
発
着
の

料
金
で
、
郡
山
出
発
だ
と
一
割

増
し
、
人
数
が
少
な
い
と
そ
の

分
も
割
り
増
し
と
分
か
り
、
第

八
春
秋
会
だ
け
で
は
十
五
名
参

加
は
難
し
い
と
考
え
、
お
隣
の

「
城
北
錦
寿
会
」
に
も
参
加
者

を
募
り
ま
し
た
。
何
と
か
十
五

名
確
保
で
き
出
発
。

　

バ
ス
は
、

二
十
名
乗
り

の
中
型
で
豪

華
仕
様
の
バ

ス
。
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
と
は

大
違
い
の
乗

り
心
地
で
和

歌
山
市
の
西

の
端
の
加
太

ま
で
の
長
距
離
を
快
適
に
走
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
加
太
に
つ
い

て
ま
ず
「
淡
島
神
社
」
に
参

拝
、
旅
の
無
事
を
祈
り
す
ぐ
隣

の
「
加
太
海
月
」
旅
館
へ
。

　

ま
ず
加
太
温
泉
に
入
浴
。

広
々
し
た
眺
望
の
露
天
風
呂
に

浸
か
り
ま
し
た
。
加
太
温
泉
の

お
湯
も
最
高
、
少
し
塩
味
の
す

る
お
湯
で
ポ
カ
ポ
カ
と
温
め
て

く
れ
ま
す
。
食
事
場
所
も
広
々

豪
華
で
、
窓
か
ら
の

眺
め
は
紀
淡
海
峡
を

一
望
で
き
、
遠
く
に

は
淡
路
島
、
近
く
は

友
が
島
な
ど
絶
景
の

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
眺

め
な
が
ら
食
事
。
料

理
も
さ
す
が
紀
淡
海

峡
の
潮
流
に
揉
ま
れ

た
鯛
は
新
鮮
で
絶
品
。

天
ぷ
ら
に
お
鍋
、
煮

物
に
椀
物
、
特
に
お

鍋
と
椀
物
の
お
出
汁

が
最
高
で
皆
さ
ん
最

後
の
一
滴
ま
で
飲
み
干
し
て
い

ま
し
た
。帰
り
は
、「
黒
潮
市
場
」

で
お
土
産
を
買
い
楽
し
い
バ
ス

ツ
ア
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
第
八
春
秋
会
の

み
の
バ
ス
ツ
ア
ー
で
し
た
が
今

回
は
城
北
錦
寿
会
と
合
同
で
参

加
で
き
、
初
顔
あ
わ
せ
で
し
た

が
、
皆
楽
し
く
笑
顔
で
参
加
さ

れ
た
こ
と
に
感
謝
で
し
た
。

（
第
八
春
秋
会　

井
上　

和
夫
）

グ
ル
メ
バ
ス
ツ
ア
ー

郡山

矢田

私たちは、大和郡山市高友クラブ連合会の活動を応援しています

睡眠は記憶を定着させ、その日に起き
たことや覚えたことの記憶を整理して
くれます。長く覚えておきたいことはし
っかりと寝て定着させましょう。

整形外科・リウマチ科・リハビリテーション科・外科
医療
法人原整形外科

休診日／木曜・土曜午後・日曜・祝日

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
● ● ● ※ ●
● ● ● ／ ● ／

●
在 宅 医 療

● ● ● ／ ● ／午後15 30～： 18 00：

午前9 00～： 12 00：

大和郡山市矢田山町59ー8 P あり

※木曜午前は11：00まで

（0743）58ー1155（　　 ）電話予約
可です

大和郡山市筒井町１５９８ー１
ゴ　ク　　   ヨ　イ　 シ リョク

（0743）59ー4146

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ／ ○ ○
○ 手術 ○ ／ ○ ／

日・祝
／
／

休診日／火曜午後・土曜午後・木曜・日曜・祝日
午後4 00～： 7 00：
午前9 30～： 12 30：

（0743）57ー1123

消化器科・外科・肛門科・内科
月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ／ ○ ／ ○ ／

日・祝
／
／

休診日　日曜・祝日、火・木・土曜午後
午後5 30～： 8 00：
午前9 00～： 12 30：

大和郡山市今国府町１８３－１

森下眼科クリニック

大和郡山市田中町７６６ー１
（0743）51ー1123

PM
AM

月診療受付時間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ／ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

日・祝
／
／3 30～： 6 30：

9 00～： 12 00：
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令
和
五
年
十
月
二
十
四
日
㈫
・

二
十
五
日
㈬
、
一
泊
二
日
の
親

睦
旅
行
を
実
施
、
参
加
者
は
二

十
八
名
。
二
日
と
も
天
候
は
よ

く
楽
し
い
旅
行
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
日
は
国
宝
犬
山
城
を
ま
ず

見
学
。
青
空
に
く
っ
き
り
映
え

る
天
守
閣
が
見
事
で
し
た
。
そ

の
後
木
曽
の
奈
良
井
宿
を
散
策

し
ま
し
た
。
木
曽
路
は
総
て
山

の
中
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
さ
す

が
山
間
部
で
日
の
暮
れ
る
の
が

早
く
、
薄
暗
い
中
で
の
奈
良
井

宿
散
策
と
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
に
入
る
頃
は
す
で
に

暗
く
な
っ
て
お
り
、
玄
関
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
に
出
迎
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

楽
し
み
の
宴

会
は
カ
ラ
オ

ケ
が
で
き
ず

（
カ
ラ
オ
ケ

禁
止
区
域
と

言
わ
れ
た
）、

各
自
自
己
紹

介
を
実
施

し
、
全
員
に

マ
イ
ク
が
回
る
よ
う
に
し
て
親

睦
を
図
り
ま
し
た
。
料
理
で
は

鯉
の
煮
付
け
が
絶
品
で
し
た
。

　

二
日
目
は
駒
ヶ
岳
千
畳
敷
カ

ー
ル
へ
。
し
ら
び
平
駅
よ
り
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
っ
て
七
分
三

十
秒
で
千
畳
敷
駅
到
着
。
標
高

二
六
一
二
ｍ
、
日

本
一
高
い
駅
と
の

こ
と
で
す
。
日
陰

に
は
雪
が
あ
り
ま

し
た
が
思
っ
た
ほ

ど
寒
く
な
か
っ
た

で
す
。
記
念
写
真

を
撮
っ
た
後
、
自

由
行
動
。
千
畳
敷

を
散
策
す
る
者
や

山
上
の
喫
茶
室
よ

り
雄
大
な
ア
ル
プ

ス
の
景
観
を
満
喫

す
る
な
ど
、
日
頃

の
憂
さ
が
晴
ら
せ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

連
な
る
山
々
の
向
こ
う
に
富

士
山
の
頭
も
く
っ
き
り
と
見

え
、
大
自
然
を
十
分
楽
し
ん
で

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

（
平
岡　

芳
雄
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
位
置
づ
け
が
「
五
類
感
染

症
」
に
移
行
さ
れ
て
、
地
域
で

の
活
動
が
少
し
ず
つ
活
発
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
以
来
の
「
昭
和
地

区
寿
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会
」も「
昭

和
地
区
演
芸
大
会
」
と
名
称
変

更
し
て
八
月
末
の
日
曜
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
・
コ

ー
ラ
ス
・
大
正
琴
・
日
本
舞
踊
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
多
く
の
出
し

物
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
の
改
革
で
昭

和
地
区
寿
ク
ラ
ブ
の
主
催
で
は

な
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
企
画

か
ら
運
営
ま
で
昭
和
地
区
寿
ク

ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
地
区
寿
ク
ラ
ブ
会
員
か
ら

昭
和
地
区
住
人
す
べ
て
に
広
が

っ
た
の
で
す
か
ら
、
昭
和
地
区

寿
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ

て
は
大
き
な
重
圧
感
が
あ
り
ま

し
が
、
た
く
さ
ん
の
参
加
者
・

観
客
が
あ
り
、
無
事
に
終
え
る

こ
と
で
き
た
後
の
充
実
感
と
安

堵
感
が
横
の
繋
が
り
・
絆
を
強

め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

昭
和
地

区
寿
ク
ラ

ブ
で
は
、

去
年
度
も

高
友
ク
ラ

ブ
連
合
会

の
協
力
を

得
て
、
ペ

タ
ン
ク
や
モ
ル
ッ
ク
や
音
楽
療

法
な
ど
の
活
動
を
昭
和
地
区
寿

ク
ラ
ブ
定
例
会
で
紹
介
を
し
、

楽
し
さ
や
気
軽
に
で
き
る
こ
と

を
体
験
し
て
も
ら
う
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
単

位
ク
ラ
ブ
会
長
・
女
性
部
長
が

各
地
域
に
持
ち
帰
り
、
単
位
ク

ラ
ブ
で
で
き
る
も
の
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
そ
し
て
、
各
単
位

ク
ラ
ブ
が
横
の
つ
な
が
り
も
で

き
る
よ
う
、を
目
指
し
な
が
ら
。

　

音
楽
療
法
は
、
令
和
五
年

度
は
、
三
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ

が
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
助

成
で
数
回
ず
つ
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
方
々
か
ら
は
た
い

へ
ん
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

た
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
他
地
域
の
寿
ク
ラ

ブ
会
長
・
女
性
部
長
の
参
加

も
で
き
る
よ
う
に
定
例
会
で
承

諾
を
得
、
数
人
が
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
六

年
度
は
、「
や
っ
て
み
よ
う
」

と
い
う
声
も
あ
り
、
ひ
ろ
が
り

が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

モ
ル
ッ
ク
も
寿
ク
ラ
ブ
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、「
昭
和

地
区
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
で
、
ス

ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
一
つ

と
し
て
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
の
方
々
ま
で
楽
し

ん
で
お
ら
れ
る
光
景
は
企
画
者

に
と
っ
て
心
に
残
る
も
の
に
な

り
ま
し
た
。「
モ
ル
ッ
ク
ク
ラ
ブ

を
作
っ
て
」
と
い
う
声
も
あ
が

り
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
が
、
寿
ク
ラ
ブ
会
員
が
減

っ
て
き
て
い
る
現
状
で
は
、
な

か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者
を
は

じ
め
地
域
住
民
の
方
々
が
安
心

安
全
に
過
ご
せ
、「
昭
和
地
区

寿
ク
ラ
ブ
」
が
あ
っ
て
い
い
な

あ
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
で
す
。

（
森
田　

勝
之
）

横
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
活
動
を

（
高
友
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
紹
介
を
活
か
し
て
）

　

令
和
五
年
七
月
二
十
五
日

㈫
、
六
甲
山
方
面
へ
バ
ス
旅
行

を
実
施
、
熱
中
症
の
気
に
な
る

季
節
で
し
た
が
車
中
で
は
冷
房

が
入
り
、
快
適
で
過
ご
せ
ま
し

た
。

　

六
甲
山
山
頂
を
目
指
し
曲
が

り
く
ね
っ
た
坂
道
を
登
り
、
バ

ス
を
お
り
た
と
き
は
涼
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
六
甲
山
か
ら
見

渡
す
広
大
な
景
色
は
最
高
で
し

た
。
快
い
環
境
の
中
、
昼
食
は

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
各
自
が
好
き

な
よ
う
に
焼
き
、
話
し
合
う
機

会
の
な
い
方
と
同
席
し
て
和
気

あ
い
あ
い
で
食
事
を
楽
し
み
、

み
ん
な
の
笑
顔
で
の
「
美
味
し

か
っ
た
」

そ
の
一
言

が
何
よ
り

で
し
た
。

　

昼
食
後

は
六
甲
高

山
植
物
園

に
行
き
ま

し
た
。　

　

植
物
園
は
、
植
物
学
者
牧
野

富
太
郎
博
士
の
指
導
に
よ
り
昭

和
八
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
六

甲
高
山
植
物
園
は
、
標
高
八
六
五

m
、
平
均
気
温
九
℃
と
い
う
気
候

を
利
用
し
、
高
山
植
物
や
寒
冷
地

の
植
物
を
中
心
に
六
甲
山
白
生

植
物
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

六
甲
山
へ
バ
ス
旅
行

　

井
戸
野
町
第
一
・
第
二
福
寿

会
の
ひ
と
つ
の
活
動
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

行
政
の
委
託
を
受
け
、
地
区

内
の
荒
れ
た
休
耕
地
・
休
耕
田

を
お
借
り
し
て
周
り
の
景
観
や

農
業
環
境
を
よ
く
す
る
た
め

に
整
備

し
い
ろ

い
ろ
な

果
樹
を

栽
培
し

て
い
ま

す
。
面

積
は
約
一
反
で
、今
は
リ
ン
ゴ
、

柿
、
栗
や
ミ
カ
ン
・
デ
コ
ポ
ン
・

ハ
ッ
サ
ク
な
ど
の
柑
橘
類
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

　

季
節
に
応
じ
て
樹
木
へ
の
施

肥
、雑
草
除
け
の
シ
ー
ト
張
り
、

草
刈
り
、
剪
定
、
害
虫
駆
除
、

摘
果
な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
全
体
で
約
六
十
本
あ
り

ま
す
が
樹
木
が
枯
れ
れ
ば
新
し

い
苗
木
に
植
え
替
え
、
接

ぎ
木
の
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

秋
は
収
穫
の
季
節
で
、

最
初
に
栗
で
す
。
平
和
小

学
校
の
五
・
六
年
生
に
課

外
活
動
の
一
環
と
し
て
栗

拾
い
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

十
一
月
に
は
ミ
カ
ン
と
リ

ン
ゴ
の
収
穫
体
験
も
平
和

小
学
校
の
全
生
徒
に
し
て

も
ら
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
賑
や
か
に
収
穫
し

て
く
れ
、
食
べ
て
帰
り
に
は
沢

山
の
み
か
ん
を
お
土
産
に
持
ち

帰
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
果
物
は
町
内
放
送

で
住
民
に
お
知
ら
せ
し
て
、
希

望
者
に
お
配
り
し
て
食
べ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

和
公
民
館
の
子
ど
も
食
堂
に
も

差
し
上
げ
た
ら
大
変
喜
ん
で
い

た
だ
き
き
ま
し
た
。
今
後
は
認

定
こ
ど
も
園
の
園
児
に
も
ミ
カ

ン
狩
り
の
体
験
を
さ
せ
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
も
高
齢
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
が
体
の
続
く
限
り
こ
の
活
動

を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

平和

中
央
ア
ル
プ
ス
駒
ヶ
岳
、

千
畳
敷
カ
ー
ル
散
策

片桐

筒井

昭和

休
耕
地
の
整
備
・
活
用　

　
　
　

で
地
域
に
奉
仕
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三
月
四
日
㈪
、

片
桐
支
所
多
目
的

ホ
ー
ル
に
お
い
て

令
和
５
年
度
の
健
康
づ
く

り
講
演
会
が
開
催
さ
れ
約

二
百
名
が
参
加
。「
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ニ
ア
＆
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
す
す
め
〜
こ
れ
か

ら
の
高
齢
者
に
求
め
ら
れ

る
力
と
は
〜
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
、
社
会
福

祉
士
で
あ
り
大
阪
産
業
大

学
教
授
な
ど
の
経
歴

を
持
つ
新
崎
国
広

氏
が
講
師
を
務

め
ま
し
た
。

　

新
崎
教
授
は
高

度
成
長
期
を
経
験
し

生
涯
現
役
思
考
が
強
い
参

加
者
の
世
代
を
ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ

ア
と
言

い
、
現

代
の
若

者
と
比

較
し
て

「
努
力

す
れ
ば

幸
せ
に

な
れ
る

と
考
え

て
い
る
世
代
」
と
、話
し
ま
し
た
。

　

教
授
は
社
会
的
孤
立
が
深
刻
化

す
る
昨
今
こ
そ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
に
よ
る
地
域
の
福
祉
力
が
大
切

と
し
て
、
互
い
に
助
け
る
“
お
節

介
力
”
が
不
可
欠
と
言
及
。
そ
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
意
識
せ
ず

助
け
合
い
が
実
践
さ
れ
て
い
る
デ

ー
タ
を
示
し
「
お
互
い
様
（
お
節

矢
田
地
区
　

千
日
や
す
ら
ぎ
ク
ラ
ブ 

習
字
の
会

江
口
　
博
志

浮
田
伊
津
子

会員作品

書道コーナー

高
齢
者
健
康
づ
く
り
講
演
会

昭
和
地
区 

額
田
部
北
町
寿
ク
ラ
ブ

田
中
　
育
代

昭
和
地
区 

額
田
部
北
町
寿
ク
ラ
ブ

吉
田
冨
美
子

和
歌
一
首
（
百
人
一
首
よ
り
）　
　
　

片
桐
地
区 

小
泉
市
場
明
星
会

川
本
　
惠
子

　

九
月
二
十
八
日
㈭
、
高
齢
者
健

康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し

た
。あ
い
に
く
曇
り
空
で
し
た
が
、

片
桐
支
所
に
集
合
し
た
参
加
者
八

十
七
名
は
会
長
、
来
賓
の
ご
あ
い

さ
つ
の
後
、
元
気
よ
く
出
発
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
片
桐
各
地
に
あ
る
伝

説
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
で
す
。

　

片
桐
支
所
→
七
ヶ
井
堰
分
水
点

→
栴
檀
木
八
幡
宮
跡
→
牛
の
宮

（
牛
の
宮
伝
説
）
→
豊
浦
八
幡
神

社
（
豊
浦
の
狸
伝
説
）
→
九
頭
上

池
（
九
頭
上
池
伝
説
）
で
解
散
す

る
約
5
㎞
２
時
間
の
コ
ー
ス
。

　

短
い
距
離
で
し
た
が
、
各
名
所

の
歴
史
を
確
認
し
な
が
ら
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

介
力
）
の
心
が
残
っ
て
い
る
の

で
す
」
と
、
本
人
も
意
識
し
て

い
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
福
祉
に
つ
い

て
公
助
（
行
政
や
専
門
職
）・

共
助
（
志
縁
型
福
祉
活
動
）・

互
近
所
（
地
縁
型
福
祉
活
動
）・

自
助
（
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
）
と
い

っ
た
考
え
を
述
べ
、
生
活
支
援

や
介
護
予
防
な
ど
の
福
祉
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市

民
活
動
と
い
っ
た
も
の
は
年
齢

制
限
が
な
い
こ
と
に
触
れ
、
教

授
が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
高

齢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
を

話
し
、
参
加
者
に
エ
ー
ル
を
送

る
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

私たちは、大和郡山市高友クラブ連合会の活動を応援しています

有象無象
 ー「ゾ－ッとしない」連中だから？

仏教用語の「有相無相」。「相」では理
解しにくい為、「象」に代えられたもの
と思われる。そして、いつごろからか曲
解され、『取るに足りない大勢の輩』と
いう意味に使われるようになった。

大和郡山市筒井町1069ー45

～御葬儀一式・寝台車～

まごころ御葬儀

（有）ナカナガ葬祭

TEL（0743）56ー8844

0120ー06ー8844
御 協 賛

大和郡山市山田町６８３松尾山
（0743）53ー5023

大 和
日本最古の厄除霊場

　全ての厄除の御祈祷は
　毎日（金曜日を除く）行われる。

大和郡山市天理町１ー５

TEL（0743）53ー8451
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毎
回
書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
い
つ
も
か
わ
り
ば
え
し
な
い
文

面
で
し
め
く
く
っ
て
、
お
恥
ず
か
し

い
次
第
で
す
。

　

今
回
は
、
長
年
に
わ
た
る
高
友
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
を
し
り
ぞ
か
れ

る
小
高
亨
氏
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

郡
寿
の
絆
の
一
面
の
上
欄
を
お
城

と
桜
で
飾
り
、
市
長
と
並
ん
で
の
あ

い
さ
つ
文
を
見
劣
り
し
な
い
毎
回
内

容
の
充
実
し
た
文
面
が
か
け
る
も
の

だ
と
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
て
お
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
地
区
か
ら
の
作
品
に

写
真
を
載
せ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ

ほ
ど
幅
広
く
活
躍
さ
れ
た
人
は
、
二

度
と
高
友
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
あ
ら
わ

れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

手
助
け
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
一
緒
に
仕
事
が
で
き
幸
せ
で
し

た
。
寂
し
い
限
り
で
す
。

（
副
会
長　

黒
飛　

文
子
）

◎ご協賛いただいた皆さまへ◎

　この度は「郡寿の絆」の発刊にあたり広告掲
載のご協賛を賜り、誠にありがとうございまし
た。本紙は会員相互の情報交換や仲間づくりの
推進を願って発刊するものであります。以上の
趣旨をご理解いただき、今後とも何卒末長きご
厚誼、ご支援をよろしくお願い申し上げます。

　大和郡山市高友クラブ連合会

◆
矢
田
山
句
会
「
海
棠
」

今
日
の
み
は
善
女
人
な
り
花
会
式

浅
野
　
順
子

抽
斗
の
古
き
眼
鏡
や
春
惜
し
む岩

城
　
進
江

治
療
終
ゆ
眼
に
痛
き
ほ
ど
の
春
日
ざ
し

川
村
　
重
信

三
日
後
に
よ
ぶ
整
体
師
花
づ
か
れ

新
藤
　
公
子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
古
墳
の
丘
に
花
の
縞

西
廼
　
　
隆

四
月
来
る
割
算
の
九
九
暗
誦
す橋

川
　
吉
子

引
鴨
や
農
具
小
屋
よ
り
老
夫
婦望

月
　
友
子

七
草
や
意
識
し
て
歩
幅
大
き
く
明
け
の
春

万
濃
　
道
子

◆
矢
田
地
区
千
日
俳
句
会

球
磨
川
の
宿
に
て
一
服
新
茶
の
香

閃
光
や
雷
鳴
迄
の
緊
張
感

有
川
千
恵
子

鰻
屋
の
煙
逃
が
し
て
客
つ
か
む

簾
影
旧
家
の
君
の
気
配
か
な

江
口
　
博
志

耕
人
の
二
の
腕
太
き
立
夏
か
な

ミ
ニ
ト
マ
ト
噛
め
ば
弾
け
る
陽
の
甘
さ

遠
藤
　
歳
夫

野
蒜
の
花
ひ
ょ
ろ
り
と
伸
び
て
世
を
見
る
や

城
は
今
新
樹
の
海
の
真
ん
中
に鈴

木
　
敬
伝

上
皇
の
穏
や
か
な
旅
新
樹
光

球
体
の
葉
上
を
遊
ぶ
梅
雨
晴
間原

　
　
勝
彦

◆
片
桐
地
区
小
泉
市
場
明
星
会

竹
落
葉
掃
き
し
寄
風
に
寒
い
季

雨
踏
ん
で
白
き
息
吐
く
枯

か
れ
す
す
き芒

蕾つ
ぼ
みけ
ふ
色
見
せ
く
れ
し
冬
椿

松
尾
山
や
カ
ラ
ス
鳴
き
声
空
に
ひ
び
き

佳
き
事
の
初
つ
ば
め
来
る
や
も
知
れ
ぬ

木き
ざ
わ
し醂
は
今
日
も
あ
ま
た
待
た
れ
を
り

谷
　
恵
美
子

朝
藪
に
浮
ぶ
古
塔
や
冬
景
色

朝
日
浴
び
九
頭
明
神
に
寒
椿

川
本
　
正
信

小
春
日
や
寒
さ
緩
み
て
気
も
和
む

夕
餉
ど
き
鍋
囲
み
い
て
虎も

が
り
ぶ
え

落
笛

寒
牡
丹
古
刹
に
咲
き
て
季と

き

を
告
げ

川
本
　
惠
子

黄
梅
に
昔
し
の
び
て
若
返
る

冨
岡
三
千
代

◆
片
桐
地
区
小
泉
西
方
長
寿
会

湯
槽
か
ら
覗
く
花
火
の
鮮
や
か
さ

雨
の
な
か
声
を
枯
ら
し
て
山
車
担
ぐ

冬
近
し
飼
い
猫
膝
で
丸
く
な
り大

原
　
耕
蔵

◆
筒
井
地
区
北
垣
内
第
二
白
寿
会

荒
ぶ
庭
ほ
ん
の
り
芽
吹
く
赤
き
薔
薇

物
忘
れ
互
ひ
に
認
め
春
う
ら
ら

在
り
し
日
の
母
思
ひ
出
す
梅
の
里

西
田
眞
希
子

◆
片
桐
地
区
小
泉
西
方
長
寿
会

吊
橋
を
山
奥
架
け
る
発
想
の

　

素
晴
ら
し
き
か
な
夢
の
ブ
ラ
ン
コ

主あ
る
じ人
み
て
機
嫌
伺
う
飼
い
猫
の

　

賢
さ
狡ず

る

さ
孫
に
劣
ら
じ

大
原
　
耕
蔵

先
の
世
に
造
り
し
罪
も
消
へ
去
り
て

　

春
は
来
る
と
ふ
お
み
く
じ
の
「
吉
」

優
勝
を
歓
ん
で
い
る
だ
ろ
う
ト
ラ
フ
ァ
ン
の

　

亡つ

ま夫
に
な
み
な
み
ビ
ー
ル
を
そ
そ
ぐ

十
年
後
の
わ
れ
に
届
け
と
息
子
が
手
紙

　

市
制
七
十
周
年
わ
が
手
に
受
く
る

藤
井
　
尚
子

◆
片
桐
地
区
小
泉
市
場
明
星
会

顔
に
出
る
心
の
中
身
人
に
会
ず　
　

　

ス
マ
ホ
片
手
に
む
な
し
時
去
る

金
、
金
と
呼
べ
ど
も
知
ら
ぬ
と
そ
っ
ぽ
む
き

　

ゆ
ら
れ
て
風
に
他
所
で
富
士
山

冨
岡
三
千
代

遠
き
日
に
父
に
連
れ
ら
れ
蛍
刈
り

　

そ
の
思
い
出
と
遊
ぶ
日
々
な
り

川
本
　
惠
子

小
春
日
の
畑
耕
や
す
や
草
を
刈
り

　

手
を
休
め
て
は
日
向
ぼ
こ
す
る

き
さ
ら
ぎ
に
梅
は
ち
ら
ほ
ら
咲
き
芽
ぶ
く

　

い
つ
も
肥
し
を
忙
れ
じ
花
に

白
い
梅
一
ツ
の
木
よ
り
桃
色
も

　

寒
風
耐
え
て
満
開
芽
ぶ
く

庭
石
の
雨
上
が
り
に
は
花
び
ら
は

　

は
り
絵
の
ご
と
く
ア
ー
ト
の
よ
う
だ

忍す
り
か
ず
ら

冬
ほ
の
か
に
香
る
雨
の
野
路

　

そ
よ
風
吹
き
て
風
寒
と
な
り

谷
　
恵
美
子

◆
平
和
地
区
稗
田
福
寿
会

前
向
き
に
治
療
す
る
と
総
入
れ
歯

若
草
山
年
に
一
度
は
髪
を
染
め

　

上
田
　
周
治

◆
筒
井
地
区
北
垣
内
白
寿
会

政
治
家
の
知
ら
ぬ
存
ぜ
ぬ
記
帳
も
れ

こ
ま
回
し
気
持
は
今
で
も
が
き
ぼ
う
ず

川
西
　
健
一

◆
片
桐
地
区
小
泉
市
場
明
星
会

人
は
生
き
鳥
は
空
飛
び
子
を
守
る

冬
の
夜
妻
の
長
湯
に
オ
ー
イ
マ
ダ
カ

鍬
仕
事
ミ
ミ
ズ
顔
出
し
で
は
又
ね

川
本
　
正
信

夢
に
見
た
わ
が
世
の
春
は
き
っ
と
来
る

欲
し
か
っ
た
自
由
と
時
間
も
て
余
す

川
本
　
惠
子

夢
の
中
な
つ
か
し
顔
に
笑
顔
満
ち

冨
岡
三
千
代

会
員
文
芸

俳
　
句

短
　
歌

川
　
柳

　

令
和
五
年
七
月
二
十
一
日
㈮
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
ひ
ょ
う

た
ん
作
り
と
健
康
体
操
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
暑
い
夏
で
し
た
が
、

参
加
者
は
、
約
五
十
名
で
し
た
。

　

ま
ず
、
午
前
中
は
、
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
理
学
療
法
士
の
中
村
貴
信

さ
ん
の
「
健
康
体
操
講
座
（
脳
と

カ
ラ
ダ
を
イ
キ
イ
キ
さ
せ
る
新
常

識
！
）」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昼
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
午
後
は
、

小
さ
な
ひ
ょ
う
た
ん
作
り
。
和
紙
を

小
さ
く
丸
め
て
ち
ぎ
り
、
糊
で
ひ
ょ

う
た
ん
の
原
本
に
貼
り
付
け
ま
す
。

そ
し
て
、し
ば
ら
く
の
間
乾
か
し
て
、

ニ
ス
を
塗
り
扇
風
機
で
乾
か
し
て
で

き
あ
が
り
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
作
っ
て
い
る
間
は
無
心

そ
の
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
小

さ
な
ひ
ょ
う
た
ん
を
眺
め
な
が

ら
、会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

ひょうたん作り
と健康体操

私たちは、大和郡山市高友クラブ連合会の活動を応援しています

スポーツスポーツ
ウォーキング

ただ泳ぐだけではなく、歩く・踊る（エアロビクス）などさまざまなバリエーションが存在します。
全身運動になって身体の代謝が高まり、心身ともにリラックスできるでしょう。

水   泳

ボウリングシニアに
おすすめ

の
筋力の向上、足腰の強化もでき、
健康法の一環として楽しめます。

誰もが簡単に、続けることのできる運動です。運動不足やストレス
解消、筋力の維持、生活習慣病の予防など
さまざまなメリットがあります。
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郡山地区 城北錦寿会 白石眞璃子

郡山地区 城北錦寿会
小泉　操子

平
和
地
区 

第
一
年
輪
会

神
本
　
雄
司

昭和地区 額田部北町寿クラブ
吉田冨美子

ジ
ュ
エ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス

矢
田
地
区 

矢
田
山
町
東
長
寿
会

　
　
　
　
　
　 

文
栄
　
信
也

矢田地区 矢田山町西長寿会
菅原　良夫

治
道
地
区 

石
川
高
友
会
　
吉
村
　
康
一

昭和地区 池沢町寿クラブ
森山　ミツ

紅葉

御所車

手編みセーター他
矢田地区 矢田山町東長寿会

山中百々代

治道地区 横田第三寿会　仲井好幸

矢田地区 矢田山町東長寿会
植田　政司矢田地区 矢田山町東長寿会

大和谷相子

会員作品

絵手紙

ひょうたん工芸品
切り絵

編み物

写真

片桐地区 河原同好会
山本　一清

絵画

友禅描

写真

手芸

木工

陶芸トールペイント

花器 菓子入れ

談山神社（十三重塔）

てんまりと花

切り絵

私たちは、大和郡山市高友クラブ連合会の活動を応援しています

●新築・リフォーム ●設計・施工
家のことなら是非！

何でもお気軽にご相談ください。
お待ちしております。

丸山工務店
大和郡山市千日町32－6

お見積り無料

TEL（0743）54ー2800 FAX87ー9158

福祉・介護ショップ・レンタル

幸福商事株式会社
お年寄りの自立と、介護する方の負担を
軽くするための福祉用具、介護用品を
各種取り揃え、最適の品物と使用方法に
ついてのご相談をお受けいたします。

●福祉用具専門相談員がご相談をお待ちしております

（0743）53ー4382 FAX53ー8225
城南町２５６ー２５（田北看護専門学校前）

定休日 日・祝・土午後
大和郡山市今国府町690
川端運輸株式会社
TEL（0743）59ー6636 FAX59ー0005

0800ー888ー6636
フリーアクセス

080ー3673ー2468

アンジュ引越センター
思い出を大切にする
暮らし替え整理を
提案します。

0120ー26ー1145

事前相談
ホール見学受付中

各宗墓碑・墓地御案内・建築石材一式

大和郡山市南鍛冶町26
（JR郡山駅駅前団地北徒歩３分）

0120ー055ー148
（0743）53ー4021（代）

www.ooishisekizai-nara.co.jp

（株）大石石材工業

FAX原見せ用

各宗墓碑・墓地御案内・建築石材一式

大和郡山市南鍛冶町26
（JR郡山駅駅前団地北徒歩３分）

0120ー055ー148
（0743）53ー4021（代）

www.ooishisekizai-nara.co.jp

（株）大石石材工業

医療法人青心会

郡山青藍病院

（0743）56ー8000
https://www.seiran.or.jp/

総合診療科  内科  循環器内科 外科
脳神経外科 整形外科 形成外科
一般病棟60床  地域包括ケア病棟40床  療養病棟40床

介護老人保健施設ピュアネス藍 80床 併設

介護付有料老人ホーム青 藍 の 郷 48床 併設


